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「
か
ぐ
や
姫
や
、
ど
う
し
て
泣

く
の
？
」

「
私
は
月
に
帰
ら
ね
ば
な
り
ま

せ
ぬ
…
」

３
月
下
旬
の
午
後
、
新
潟
市

東
区
に
あ
る
高
齢
者
施
設
の
集

会
室
で
演
劇
「
か
ぐ
や
姫
」
が

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
差
し
掛

か
っ
て
い
た
。
集
ま
っ
た
施
設

利
用
者
を
前
に
演
じ
て
い
た
の

は
劇
団
「
あ
か
つ
き
」
の
団
員

た
ち
。
日
本
最
古
の
物
語
「
竹

取
物
語
」
を
簡
潔
に
分
か
り
や

す
く
と
、
大
西
さ
ん
が
台
本
を

書
き
上
げ
た
創
作
劇
だ
。

◆
◇
◆

名
刺
に
「
演
出
」「
日
本
演
出

者
協
会
会
員
」
な
ど
の
紹
介
が

並
ぶ
大
西
さ
ん
。「
50
代
半
ば

ま
で
演
劇
と
は
無
縁
で
し
た
」

新
潟
市
江
南
区
に
生
ま
れ
、

高
校
を
出
て
銀
行
に
就
職
。
23

歳
で
７
歳
上
の

公
務
員
と
結
婚

し
て
長
女
を
出

産
。
退
職
し
て

高齢者施設で創作劇「かぐや姫」を披露する劇団「あかつき」の団員たち＝
３月 29日、新潟市東区

紡
い
で

紡
い
で

こ
こ
ろ

こ
こ
ろ

新
潟
市
東
区
の
石
山
地
区
公
民
館
で
練
習
す
る
劇
団
「
あ
か
つ
き
」。
10
人
弱
の
団
員
は
60

代
〜
80
代
で
、
シ
ニ
ア
劇
団
で
も
あ
る
。
劇
団
代
表
は
演
劇
の
魅
力
に
引
か
れ
て
20
年
と
い
う

大
西
曉
美
さ
ん
＝
新
潟
市
江
南
区
＝
。
50
代
半
ば
か
ら
の
挑
戦
な
が
ら
、数
々
の
舞
台
や
映
画
、

テ
レ
ビ
の
ド
ラ
マ
・
Ｃ
Ｍ
な
ど
に
も
出
演
し
、
一
方
で
、
シ
ニ
ア
団
員
た
ち
と
一
緒
に
創
作
劇
を

作
り
上
げ
、地
域
で
披
露
し
て
き
た
。
演
出
者
・
劇
作
家
も
務
め
る
も
の
の
、演
出
方
針
は
「
ミ

ス
し
て
も
い
い
」「
で
き
る
範
囲
で
い
い
」
と
ゆ
る
や
か
。「
演
劇
を
楽
し
み
な
が
ら
、
人
と
の

つ
な
が
り
や
ご
縁
を
求
め
た
い
」
と
い
う
大
西
さ
ん
と
、
劇
団
の
活
動
を
取
材
し
た
。

家
庭
に
入
っ
た
。
長
男
、
次
男

も
産
ま
れ
、
３
人
の
子
育
て
に

追
わ
れ
な
が
ら
も
幸
せ
な
日
々

だ
っ
た
が
、
35
歳
の
時
、
夫
が

病
気
で
急
逝
し
た
。

「
子
育
て
と
家
事
の
ほ
か
は

夫
に
頼
り
っ
放
し
の
生
活
だ
っ

た
か
ら
不
安
で
し
た
」。
再
び

金
融
機
関
へ
働
き
に
出
た
。

そ
の
約
20
年
後
。
離
れ
て
暮

ら
し
て
い
た
、
夫
の
母
が
亡
く

な
っ
た
。
葬
儀
で
義
母
の
自
分

史
が
読
み
上
げ
ら
れ
た
。

「
自
身
の
生
き
方
を
見
つ
め

直
す
機
会
に
な
り
ま
し
た
」

そ
れ
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
の

か
、
新
潟
市
報
の
催
し
案
内
で

自
己
発
見
講
座
を
見
つ
け
、
申

し
込
ん
だ
。

「
演
劇
関
係
者
が
講
師
で
、

自
己
表
現
の
力
強
さ
に
胸
を
打

た
れ
、
劇
団
活
動
が
し
た
く

な
っ
た
」。
舞
台
の
魅
力
に
引
か

れ
て
地
元
で
劇
団
を
掛
け
持

ち
。さ
ら
に
、長
岡
の
演
劇
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
も
通
っ
た
。

巻頭
特集

【
大
西
曉
美
さ
ん
連
絡
先
】

▽
携
帯

０
９
０
（
４
６
７
９
）

４
５
８
３

▽E-M
ail

akem
i523523@

hotm
ail.co.jp

ミ
ス
Ｏ
Ｋ
で
き
る
範
囲
で

高
齢
者
も
障
害
者
も
歓
迎
60代～80代
団員10人弱

劇団「あかつき」
（新潟市）

「舞台 ゆるく楽しく」モットー「舞台 ゆるく楽しく」モットー
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特殊詐欺防止をテーマにした創作劇のフィナーレ。他の劇団と合同で披露した＝３月17日、
新潟市南区

50
代
半
ば 

演
劇
の
道
に

知
人
誘
い
劇
披
露
重
ね

　【
大
西
曉
美
―
主
な
関
係
作
品
】

　

▽
演
出
・
脚
本
ま
た
は
役
者
△

　
「
江
戸
時
代
に
亀
田
町
誕
生
」「
一

杯
の
水
」「
越
後
新
川
物
語
」「
女
神

様
の
贈
り
物
」「
潟
と
共
に
あ
る
新

潟
」
＝
以
上
、
新
潟
市
で
開
催
さ
れ

た
「
水
と
土
の
芸
術
祭
」
で
上
演

　

▽
映
画
△

　
「
田
吾
作
ど
ん
の
い
る
村
」（
２
０

１
６
年
）
新
潟
の
四
季
を
背
景
に
雪

国
の
伝
説
を
描
い
た
作
品
で
、
祖
母

役
。
第
１
回
「
い
ぶ
す
き
映
画
祭
」

（
鹿
児
島
県
指
宿
市
）
で
最
高
賞
に

次
ぐ
「
銀
の
い
ぶ
す
き
賞
」。

　

▽
テ
レ
ビ
△

　

Ｔ
Ｂ
Ｓ
「
松
本
清
張
ド
ラ
マ
ス
ペ

シ
ャ
ル『
三
億
円
事
件
』」（
２
０
１
４

年
）
目
撃
者
の
役

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ「
天
才
て
れ
び
く
ん
」（
２
０

１
４
年
）
米
ぬ
か
ば
あ
さ
ん
役

劇団「あかつき」代表

大西  曉美さん
（新潟市江南区）

　

劇
団
に
加
わ
っ
て
２
、
３
年

後
。
地
域
の
行
事
で
劇
な
ど
の

出
し
物
を
頼
ま
れ
た
。
自
分
の

名
前
を
も
じ
り
、
劇
団
「
あ
か

つ
き
」
を
名
乗
っ
た
。「
劇
に
出

な
い
？
」
と
知
り
合
い
を
誘
っ

て
は
創
作
劇
を
上
演
し
た
。

　

当
初
は
劇
団
の
体
裁
が
整
わ

な
い
ま
ま
活
動
。
そ
の
後
、
規

約
な
ど
も
決
め
、
団
員
も
募
集

し
て
い
っ
た
。

　
「
素
人
も
高
齢
者
も
大
歓
迎

で
す
。
障
害
の
あ
る
人
が
今
も

役
者
を
し
て
い
ま
す
」

　

特
段
、
高
齢
者
を
募
集
し
た

訳
で
は
な
い
が
、
入
団
は
高
齢

者
が
多
く
な
っ
た
。
高
齢
者
の

場
合
、
主
に
健
康
上
の
理
由
な

ど
で
出
入
り
が
絶
え
ず
、
団
員

は
現
在
10
人
弱
。

　

一
方
で
、
大
西
さ
ん
は
近
隣

の
劇
団
の
演
出
も
手
掛
け
て
お

り
、
団
員
の
都
合
や
人
数
の
関

係
で
複
数
劇
団
が
共
演
す
る
こ

と
も
多
い
。

　

劇
団「
あ
か
つ
き
」を
名
乗
っ

て
か
ら
の
18
年
間
、
大
西
さ
ん

の
演
出
で
舞
台
に
上
が
っ
た
人

た
ち
は
「
延
べ
で
約
４
０
０
人

に
上
る
」。

　

中
に
は
、
自
ら
「
ひ
き
こ
も

り
」と
称
し
、表
情
の
乏
し
か
っ

た
男
性
が
舞
台
の
後
、
笑
顔
を

見
せ
て
言
っ
た
。「
お
れ
、
ひ
き

こ
も
り
、
治
っ
た
」

　

こ
う
し
た
活
動
の
一
方
、
映

画
や
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
・
Ｃ
Ｍ
の
出

演
依
頼
が
来
る
よ
う
に
な
り
、

女
優
と
し
て
も
活
動
し
た
。

◆
◇
◆

　
「
劇
団
の
雑
用
は
全
部
、
私

の
担
当
」
と
い
う
大
西
さ
ん
。

役
者
と
し
て
今
も
自
ら
舞
台
に

立
つ
一
方
、
演
出
者
・
劇
作
家

と
し
て
台
本
を
書
き
、
Ｂ
Ｇ
Ｍ

を
決
め
る
。

　

ま
た
、
役
者
が
発
す
る
せ
り

ふ
は
新
型
ウ
イ
ル
ス
禍
の
飛
沫

対
策
を
機
に
、
事
前
に
録
音
す

る
プ
レ
ス
コ
方
式
が
主
流
と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
録
音
デ
ー

タ
編
集
も
手
掛
け
る
。

（
↖
４
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

台本書き、主役や演出も
　雑用は一手に引き受け
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大
西
さ
ん 

劇
団
員
へ
の
思
い

（
↙
３
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

　

よ
わ
い
70
代
半
ば
。し
か
し
、

そ
の
多
忙
な
毎
日
の
活
動
を
控

え
る
様
子
は
見
せ
な
い
。

　
「
人
生
で
大
切
な
の
は
人
と

の
つ
な
が
り
や

仲
間
で
す
。
演

劇
は
人
と
つ
な

が
る
手
法
の
１

つ
な
ん
で
す
」

　

３
月
16
日
午

後
は
石
山
地
区
公
民
館
で
劇
団

「
あ
か
つ
き
」
の
月
２
回
の
練

習
日
だ
っ
た
。

　

劇
団
は
近
年
「
啓
発
も
の
」

に
力
を
入
れ
る
。
３
、
４
年
前

か
ら
「
特
殊
詐
欺
防
止
劇
」
を

続
け
、
こ
の
日
は
「
防
災
劇
」

の
台
本
を
仕
上
げ
、
読
み
合
わ

せ
に
配
っ
た
。

　

団
員
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
与
え
ら

れ
た
役
の
せ
り
ふ
を
早
速
、
感

情
を
込
め
て
読
み
合
っ
た
。

　

尋
ね
る
と
、
団
員
ら
が
演
劇

を
始
め
た
の
は「
半
年
前
か
ら
」

「
４
、
５
年
前
か
ら
」「
７
、
８

年
前
だ
な
」
と
い
う
。

　

さ
ら
に
、
演
劇
の
魅
力
に
つ

い
て
「
舞
台
で
自
分
と
は
全
く

別
の
人
に
な
れ
る
。
そ
れ
が
楽

し
い
」「
お
客
さ
ん
を
元
気
に

し
て
、
お
客
さ
ん
か
ら
も
元
気

を
も
ら
え
る
活

動
だ
」
な
ど
と

語
り
、
そ
れ
ぞ

れ
に
楽
し
ん
で

い
る
様
子
だ
。

　

団
員
た
ち
に

向
け
る
大
西
さ
ん
の
ま
な
ざ
し

は
優
し
い
。

　
「
失
敗
し
て
も
い
い
。
で
き

る
こ
と
だ
け
で
い
い
。
終
わ
っ

て
か
ら
『
あ
〜
、
楽
し
か
っ
た
』

と
思
っ
て
も
ら
え
た
ら
」

　

さ
ら
に
、
団
員
に
呼
び
掛
け

る
。「
演
劇
は
４
番
目
で
す
よ
。

１
に
家
庭
、
２
に
仕
事
、
３
に

用
事
。
そ
れ
か
ら
４
が
演
劇
で

す
。
そ
れ
で
い
い
」

　

ゆ
る
く
、
楽
し
く
―
。
人
と

の
つ
な
が
り
を
求
め
て
舞
台
に

上
が
り
、
心
と
心
を
紡
ぎ
続
け

る
団
員
た
ち
。
そ
の
幕
は
ま
だ

ま
だ
、
下
り
そ
う
に
な
い
。

職職
しょくしょく

員員
いんいん

のの言言
ことこと

葉葉
ばば

遣遣
づかづか

いやいや
言言
いい

いい方方
かたかた

がキツくがキツく
嫌嫌
いやいや

なな思思
おもおも

いをしているいをしている

施施
しし

設設
せつせつ

内内
ないない

でケガをしたがでケガをしたが
職職
しょくしょく

員員
いんいん

のの説説
せつせつ

明明
めいめい

やや対対
たいたい

応応
おうおう

にに
納納
なっなっ

得得
とくとく

できないできない

福祉サービスについて、事業者に相談しても解決しない、また、話しにくい場合は

新潟県福祉サービス運営適正化委員会
〒 950-8575 新潟市中央区上所２丁目２番２号 新潟ユニゾンプラザ３階

TEL . 025 -281 -5609 FAX .025 -281 -5610
メールアドレス kujou@fukushiniigata.or.jp

相談無料 秘密厳守

特養などの高齢者施設、
訪問介護、障害者の支援施設、
こども園　など

職職
しょくしょく

員員
いんいん

がが
おお願願

ねがねが

いやいや苦苦
くく

情情
じょうじょう

をを
聞聞
きき

いてくれないいてくれない

出来上がったばかりの台本を手に、せりふ読みの練習をする劇団「あか
つき」の団員たち＝４月 16日、新潟市東区

創作劇「かぐや姫」上演後の記念写真。「あ～、楽しかった」との声が聞こ
えそう＝３月 29日、新潟市東区

「
あ
〜
楽
し
か
っ
た
」と
感
じ
て
く
れ
た
ら

演
劇
は
４
番
目
、家
庭･

仕
事･

用
事
が
先
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令和６年度　県民介護知識・技術習得講座令和６年度　県民介護知識・技術習得講座
　「新潟県介護実習・普及センター」（事務局・新潟県社会福祉協議会内）は県の委託を受け、令和６年度「県
民介護知識・技術習得講座」を６月から開催します。一般の県民が対象で、定員は各コース先着16～30人ほ
どで、参加費は無料です。家庭で介護が必要になりそうな方や、介護の仕事に興味がある方の参加をお待ち
します。
　各コースとも午前10時から午後４時まで、昼休み１時間です。実技はできるだけ濃厚接触しない方法で行
います。

介護体験・入門コ－ス １日完結
（１日５時間）

介護技術・基本コ－ス

介護技術・ステップアップコ－ス

＜実技＞「在宅介護の基本介護技術の習得」

＜実技＞ 「介護技術・基本コースを受講した人を対象
とした、応用的な介護技術の習得」10時間

全３日間
（１日５時間）

全２日間（１日５時間）

新潟会場＜計１回＞新潟ユニゾンプラザ
11月コース▶ 11月７日（木） ８日（金）

お問い合わせ、お申し込み先

〒950-8575　新潟市中央区上所2-2-2
新潟ユニゾンプラザ３階

定員になり次第締め切り（キャンセル待ち受け付けます）
kaigo@fukushiniigata.or.jpメール
025-281-5525電話

A
コース
（計２回）

６月19日（水）
10月25日（金）

午前＜講義＞
「介護のための基礎知識」
午後＜講義＞
「地域住民による助け合い活動」

B
コース
（計２回）

６月25日（火）
10月29日（火）

午前＜講義＞
「高齢者・障がい者の理解」
午後＜体験＞
「家庭における緊急時の対応」

C
コース
（計２回）

８月 7日（水）
９月14日（土）

午前＜実技＞
「負担の少ない寝返り介助の方法」
午後＜実技＞
「車いすへの安全な介助の方法」

D
コース
（計２回）

８月 ８日（木）
９月15日 （日）

午前＜実技＞
「家庭で活かす衣類の着脱介助」
午後＜実技＞
「自立に向けた排泄介助」

E
コース
（計３回）

９月27日（金）
11月１日（金）
12月12日（木）

午前＜講義＞
「認知症の理解」
午後＜演習＞
「認知症の対応」

新潟会場＜計11回＞新潟ユニゾンプラザ

１日目 介護の基本・ベッド上の移動・車いすの介護
２日目 衣類の着脱介助・排泄の介護・質問コーナー

（基本コースの復習　福祉用具の活用）

１日目 介護の基本・ボディメカニクスの活用・ベッ
ドメイキング・体位変換

２日目 歩行介助・車いすの介護・衣類の着脱介助
３日目 食事の介助・排泄の介護

新潟会場＜計３回＞新潟ユニゾンプラザ
６月コース▶ ６月 ６日（木） ７日（金） 11日（火）

10月コース▶ 10月17日（木） 18日（金） 22日（火）

12月コース▶ 12月 ３日（火） ４日（水） 10日（火）

新潟市中央区
上所2-2-2

新潟市中央区
上所2-2-2

長岡会場＜計１回＞ハイブ長岡
８月コース▶ ８月21日（水） 22日（木） 23日（金）

長岡市千秋3-315-11

新潟市中央区
上所2-2-2

E
コース ８月30日（金）

午前＜講義＞
「認知症の理解」
午後＜演習＞
「認知症の対応」

長岡会場＜計１回＞ハイブ長岡 長岡市千秋3-315-11

C
コース ７月23日（火）

午前＜実技＞
「負担の少ない寝返り介助の方法」
午後＜実技＞
「車いすへの安全な介助の方法」

D
コース ７月24日（水）

午前＜実技＞
「家庭で活かす衣類の着脱介助」
午後＜実技＞
「自立に向けた排泄介助」

E
コース ７月30日（火）

午前＜講義＞
「認知症の理解」
午後＜演習＞
「認知症の対応」

上越会場＜計３回＞上越市市民プラザ 上越市土橋
1914-3

C
コース ７月 ４日（木）

午前＜実技＞
「負担の少ない寝返り介助の方法」
午後＜実技＞
「車いすへの安全な介助の方法」

D
コース ７月 ５日（金）

午前＜実技＞
「家庭で活かす衣類の着脱介助」
午後＜実技＞
「自立に向けた排泄介助」

柏崎会場＜計２回＞柏崎市文化会館アルフォーレ 柏崎市日石町
4-32

受付時間／月～金８：30～17：00
（土・日・祝祭日を除く）

新潟県社会福祉協議会　福祉人材課
「介護実習・普及センタ－」
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●このご案内は概要を説明したものです。詳細は「保育所・認定こども園の損害補償」手引またはホームページをご参照ください。●

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課〈引受幹事
保険会社〉

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

●この保険は全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約（賠償責任保険、サイバー保険、学校契約団体傷害保険、
　普通傷害保険、労働災害総合保険、約定履行費用保険、動産総合保険、費用・利益保険）です。

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

TEL：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

セットプラン

◆加入対象は社会福祉法人等が運営
　する認可保育所、認定こども園

個別プラン

令和６年度
ホームページでも内容を紹介しています
https://www.fukushihoken.co.jp

プラン 1　保育所業務の補償

❶基本補償

❷個人情報漏えい対応補償
❸保育所の什器・備品損害補償

●オプション１ ●地域子育て支援拠点事業等補償
●オプション２ ●保育所の借用不動産賠償事故補償
●オプション３ ●看護職の賠償責任補償
●オプション４ ●クレーム対応サポート補償

プラン 4
法人役員等の補償 社会福祉法人役員等の賠償責任補償

プラン 3
職員等の補償

❶職員の労災上乗せ補償
　使用者賠償責任補償
❷役員・職員の傷害事故補償
❸役員・職員の感染症罹患事故補償
❹雇用慣行賠償補償

プラン 2
保育所利用者の補償

❶園児の傷害事故補償　
❷来園者の傷害事故補償
❸園児送迎車搭乗中の傷害事故補償

（SJ23-11599より抜粋）

賠
償
事
故
に
対
応

園
児
の
傷
害
事
故
に
対
応

保険金額

身体賠償（１名・１事故）

財物賠償（１事故）

受託・管理財物賠償（期間中）
うち現金支払限度額（期間中）

人格権侵害（期間中）

事故対応特別費用（期間中）

被害者対応費用

死亡保険金

後遺障害保険金

入院保険金（１日あたり）

手術保険金

通院保険金（１日あたり）

天災補償

基本セット補償保険料計算例
100名で加入の場合

賠償
傷害
870円
×100名
×1口

合計

29,300円

87,000円

116,300円

基本セットプラン 天災セットプラン

1億円・7億円

1,000万円

200万円
20万円

1,000万円

500万円

121.2万円

1,700円

1,100円 

2億円・10億円

1,000万円

200万円
20万円

1,000万円

500万円

108万円

1,500円

1,000円 

１名につき　5万円限度
１事故　　10万円限度

入院中の手術：入院保険金日額の10倍
　外来の手術：入院保険金日額の5倍

程度に応じて死亡保険金額の4％～100％

ありなし

セットプランを
おすすめします！！
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福
利
厚
生
充
実
、手
厚
く

福
祉
職
員
の
ソ
ウ
ェ
ル
ク
ラ
ブ

「
映
画
」今
年
も
千
円

提
供
サ
ー
ビ
ス
多
彩
新潟事務局

新
潟
独
自
に
企
画
す
る
会
員

交
流
事
業
は
毎
年
、好
評
で
す
。

映
画
１
本
を
１
０
０
０
円
で
見

ら
れ
る
「
映
画
鑑
賞
割
引
券
」

（
８
月
１
日
か
ら
）「
全
国
共
通

お
食
事
券
ジ
ェ
フ
グ
ル
メ
カ
ー

ド
」（
１
月
中
旬
か
ら
）
の
募

集
開
始
は
こ
れ
か
ら
で
す
。

今
年
度
事
業
の
う
ち
、
既
に

取
り
扱
い
を
終
え
た
「
宝
塚
歌

劇
雪
組
全
国
ツ
ア
ー
」「
プ
ロ
野

球
セ
・
リ
ー
グ

横
浜
Ｄ
ｅ
Ｎ

Ａ
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
VS
読
売
ジ
ャ

イ
ア
ン
ツ
」「
夏
の
特
別
落
語
会

ｉ
ｎ
長
岡
」「
お
得
に
楽
し
む

デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
利
用
券
」

は
特
に
人
気
で
し
た
。
次
回
お

申
し
込
み
を
お
待
ち
し
ま
す
。

◆

職
場
の
福
利
厚
生
の
充
実
は
、

働
く
人
材
の
確
保
と
定
着
に
欠

か
せ
な
い
と
言
わ
れ
ま
す
。

「
福
利
厚
生
セ
ン
タ
ー
」（
ソ

ウ
ェ
ル
ク
ラ
ブ
）
が
提
供
す
る

サ
ー
ビ
ス
は
、
社
会
福
祉
事
業

や
介
護
保
険
事
業
を
運
営
す
る

法
人
が
会
員
と
な
る
こ
と
で
、

法
人
内
の
非
常
勤
も
含
め
た
職

員
全
員
が
利
用
で
き
ま
す
。

掛
け
金
は
１
年
度
１
人
１
万

円
で
す
。
非
常
勤
職
員
は
掛
け

金
を
５
０
０
０
円
に
し
て
、

サ
ー
ビ
ス
限
定
も
で
き
ま
す
。

福
利
厚
生
セ
ン
タ
ー
は
福
祉

関
係
者
の
要
望
を
受
け
、
１
９

９
４
（
平
成
６
）
年
に
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
小
規
模
法
人
が
多

い
福
祉
関
係
職
場
が
ま
と
ま
る

こ
と
で
、
全
国
会
員
27
万
人
の

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か

し
、
充
実
し
た
福
利
厚
生
サ
ー

ビ
ス
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

毎
年
度
、
新
規
に
会
員
と
な

る
法
人
を
募
集
中
で
す
。

県
社
協
内
の
ソ
ウ
ェ
ル
ク
ラ

ブ
新
潟
事
務
局
、
電
話
０
２
５

（
２
８
１
）
５
５
２
６
。

基本サービス
・永年勤続記念品・永年勤続記念品
・慶弔見舞金・慶弔見舞金
・資格取得記念品・資格取得記念品
・健康生活用品給付・健康生活用品給付
・ 生活習慣病予防検診・ 生活習慣病予防検診
費用助成費用助成

本　部

本サ基本サ

地域密着サービス①地域密着サービス①
会員交流事業会員交流事業
コンサートや観劇、コンサートや観劇、
映画鑑賞、グルメなど、映画鑑賞、グルメなど、
職場の仲間や家族と職場の仲間や家族と
楽しめる企画をご案内！楽しめる企画をご案内！

新潟独自

本
地域密着サービス②地域密着サービス②

チケット先行予約チケット先行予約
県内で開催される県内で開催される

コンサートや公演などをコンサートや公演などを
先行案内、チケット予約先行案内、チケット予約

ができます。ができます。

新潟独自

部
地域密着サービス③地域密着サービス③

施設利用割引事業施設利用割引事業
地元の日帰り温泉や地元の日帰り温泉や
レジャー施設、ホテル、レジャー施設、ホテル、
スキー場リフトがスキー場リフトが

割引価格で楽しめます。割引価格で楽しめます。

新潟独自

サ ビスサ ビス

優待割引サービス優待割引サービス
全国の提携宿泊・全国の提携宿泊・
レジャー施設・レジャー施設・
グルメ等がお得なグルメ等がお得な
優待価格で利用可能優待価格で利用可能

本　部

社
会
福
祉
関
連
の
職
場
で
働
く
人
た
ち
の
福
利
厚
生
を

支
え
る
社
会
福
祉
法
人
「
福
利
厚
生
セ
ン
タ
ー
」（
本
部
・

東
京
、
愛
称
・
ソ
ウ
ェ
ル
ク
ラ
ブ
）
の
地
方
事
務
局
の
一

つ
、
新
潟
県
地
方
事
務
局
（
県
社
会
福
祉
協
議
会
内
）
は

令
和
６
年
度
も
会
員
交
流
事
業
を
展
開
。
県
内
の
福
祉

ワ
ー
カ
ー
ら
の
生
活
充
実
や
健
康
増
進
に
貢
献
し
ま
す
。

充実 多彩なソウェルクラブ
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１
月
１
日
に
発
生
し
た
能
登

半
島
地
震
の
新
潟
県
内
被
災
者

支
援
の
た
め
、
新
潟
県
共
同
募

金
会
が
呼
び
掛
け
て
い
た
災
害

義
援
金
の
締
め
切
り
が
、
当
初

の
６
月
28
日
か
ら
12
月
27
日
に

延
長
さ
れ
ま
し
た
。

延
長
は
、
支
援
の
申
し
出
や

問
い
合
わ
せ
が
相
次
い
で
い
る

た
め
で
、
被
災
地
の
北
陸
各
県

で
も
延
長
し
て
い
ま
す
。

能
登
半
島
地
震
の
新
潟
県
内

被
災
者
支
援
の
た
め
の
災
害
義

援
金
は
４
月
段
階
の
中
間
報
告

で
１
０
１
４
件
約
４
９
０
０
万

円
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
中
央
共
同
募
金
会

に
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
の
新
潟

県
分
が
送
金
さ
れ
る
な
ど
し
た

た
め
、
義
援
金
受
け
入
れ
は
５

月
17
日
現
在
で
１
０
６
６
件
、

約
１
億
６
４
７
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

引
き
続
き
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

義
援
金
の
受
付
口
座
は
次
の

通
り
で
す
。

▽
第
四
北
越
銀
行
白
山
支
店

普
通

１
５
９
０
７
９
１

口
座
名
義

社
会
福
祉
法
人

新
潟
県
共
同
募
金
会

▽
大
光
銀
行
新
潟
支
店

普
通

３
０
４
３
０
０
２

口
座
名
義

社
会
福
祉
法
人

新
潟
県
共
同
募
金
会

▽
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

０
０
１
３
０
―
０
―
５
１
５
７

１
６口

座
名
義

新
潟
県
共
募
能

登
半
島
地
震
災
害
義
援
金

新
潟
県
共
同
募
金
会
と
30
市

町
村
共
同
募
金
委
員
会
は
令
和

５
年
度
の
福
祉
事
業
に
助
成
し

ま
し
た
。
上
越
市
共
募
委
の
助

成
で
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
事
業
を
実
施
し
た
上
越
市

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
「
あ
り

が
と
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
が
届
き

ま
し
た
。
ご
紹
介
し
ま
す
。

◇
◆
◇

地
域
福
祉
活
動
は
「
人
づ
く

り
」
が
重
要
で
す
が
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
へ
の
意
欲
は
あ
っ

て
も
手
段
や
方
法
が
分
か
ら
ず

に
、
実
際
の
活
動
に
繋
が
ら
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
の
活
動
が
未
だ
に
停
滞

し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
上

越
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
る
第

一
歩
と
な
る
機
会
創
出
の
た

め
、
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
者
の
意
欲
向
上
の
た
め
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」
を
実

施
し
ま
し
た
。

養
成
講
座
に
参
加
さ
れ
た
方

同
士
が
時
間
を
共
に
す
る
こ
と

で
、
同
じ
目
線
や
立
場
で
気
持

ち
を
分
か
ち
合
い
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
始
め
る
き
っ
か
け
と

活
動
意
欲
向
上
に
繋
が
っ
て
い

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
講
座
が
開
催
で
き
る
の

も
、
地
域
の
皆
さ
ま
か
ら
お
寄

せ
い
た
だ
い
た
赤
い
羽
根
共
同

募
金
の
お
か
げ
で
す
。
ご
支
援

を
頂
い
た
地
域
の
方
々
、企
業
、

学
校
、
各
団
体
の
皆
さ
ま
に
心

か
ら
感
謝
と
お
礼
を
申
し
あ
げ

ま
す
。

上
越
市
社
会
福
祉
協
議
会
は

こ
れ
か
ら
も
さ
ら
な
る
地
域
福

祉
の
推
進
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

能登半島地震

県
内
被
災
者
向
け
義
援
金
受
け
付
け

あ
り
が
と
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

上越市社協

共
同
募
金
助
成
受
け

ボ
ラ
養
成
講
座
開
催

上越支所で開催された「ボランティア養成講座」

12
月
27
日
ま
で
延
長

１
億
円
既
に
突
破

受
け
入
れ
額
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「
こ
っ
ち
、
こ
っ
ち
！
」「
よ

し
！
」
―
。
室
内
遊
具
で
遊
ぶ

子
ど
も
た
ち
の
声
が
響
く
。

新
潟
市
西
区
山
田
に
あ
る
児

童
発
達
支
援
と
放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
複
合
施
設
「
そ
ら

と
ぶ
し
っ
ぽ
」の
平
日
の
午
後
。

室
内
で
は
利
用
者
の
子
ど
も
た

ち
が
遊
び
回
っ
て
い
た
。

「
こ
こ
は
園
庭
や
室
内
ア
ス

レ
チ
ッ
ク
遊
具
な
ど
、
子
ど
も

た
ち
の
遊
ぶ
環
境
が
充
実
し
て

い
る
こ
と
が
自
慢
で
す
」
と
、

運
営
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
健
康

サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ス
の
奈
良
橋
里

江
子
理
事
長
。

園
庭
に
は
砂
場
や
ハ
ン
モ
ッ

ク
、
ぶ
ら
下
が
り
ロ
ー
プ
な
ど

が
あ
り
、
晴
れ
た
日
は
子
ど
も

た
ち
に
人
気
と
い
う
。

「
そ
ら
と
ぶ
し
っ
ぽ
」
は
３

年
前
に
オ
ー
プ
ン
。
午
前
中
は

６
歳
以
下
を
対
象
に
し
た
児
童

発
達
支
援
で
、
現
在
５
人
が
通

い
個
別
支
援
を
受
け
る
。

午
後
か
ら
の
「
放
課
後
等
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
」
に
は
６
〜
18
歳

（
小
学
校
か
ら
高
校
生
）
の
24

人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
療
育
計
画

に
従
っ
て
週
に
１
〜
５
日
利
用

す
る
。
子
ど
も
た
ち
に
は
療
育

を
受
け
る
場
で
あ
り
、
放
課
後

の
居
場
所
で
も
あ
る
。

子
ど
も
た
ち
は
見
た
目
に
は

元
気
そ
の
も
の
だ
が
、
自
閉
ス

ペ
ク
ト
ラ
ム
症
（
Ａ
Ｓ
Ｄ
）
や

注
意
・
欠
如
多
動
症
（
Ａ
Ｄ
Ｈ

Ｄ
）
な
ど
の
発
達
障
害
や
知
的

障
害
と
診
断
さ
れ
た
か
、
そ
の

疑
い
が
あ
る
と
い
う
。
子
ど
も

た
ち
は
普
通
学
校
や
特
別
支
援

学
校
に
通
い
、
授
業
を
終
え
職

員
の
迎
え
で
施
設
を
訪
れ
る
。

施
設
で
は
20

代
〜
40
代
の
職

員
９
人
が
療
育

に
当
た
る
。

施
設
に
到
着

し
た
子
ど
も
た

ち
は
宿
題
を
こ

な
し
、
お
や
つ

を
頂
く
。
そ
の

後
「
お
に
ご
っ

こ
」「
パ
ソ
コ

ン
」
な
ど
、
自

分
で
書
き
出
し

た
「
や
り
た
い

こ
と
リ
ス
ト
」

に
従
い
、
遊
ん

で
自
由
に
過
ご

す
。高

校
時
代
は

器
械
体
操
の
県

内
ト
ッ
プ
選
手
だ
っ
た
奈
良
橋

さ
ん
が
室
内
の
大
き
な
エ
ア

マ
ッ
ト
で
、
で
ん
ぐ
り
返
り
を

ア
ド
バ
イ
ス
す
る
こ
と
も
。

療
育
方
針
と
し
て
奈
良
橋
さ

ん
は
「
長
所
や
で
き
る
こ
と
を

伸
ば
し
、
で
き
な
い
こ
と
を
否

定
し
な
い
」
と
強
調
。
さ
ら
に

「
１
人
の
人
と
し
て
向
き
合
う

こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
」

と
力
を
込
め
る
。

「
大
人
は
、
子
ど
も
の
で
き

な
い
こ
と
に
目
が
行
き
が
ち
だ

け
ど
、
苦
手
が
あ
っ
て
も
で
き

な
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
い
い
。

苦
手
は
誰
か
に
代
行
し
て
も
ら

え
ば
将
来
も
困
ら
な
い
」

自
身
も
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
、
Ａ
Ｓ
Ｄ

を
自
認
す
る
奈
良
橋
さ
ん
。「
当

事
者
だ
か
ら
分
か
る
こ
と
も
あ

り
、
居
心
地
の
良
い
居
場
所
を

目
指
し
た
い
」
と
語
っ
た
。

大型マットやアスレチックネットなど、遊具がた
くさんの室内

砂場やハンモック、壁登りのある園庭（以上の写
真は許可を得て撮影）

「そらとぶしっぽ」の施設と奈良橋里江子理事長

「
そ
ら
と
ぶ
し
っ
ぽ
」

児
童
発
達
支
援

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

新
潟
市
西
区
山
田
３
３
３
８

☎
０
２
５
（
３
７
８
）
２
５
５
６

Ｅ
メ
ー
ル

soratobushippo@
gm
ail.com

福
祉
の
拠
点

福
祉
の
拠
点

訪
ね
て

訪
ね
て

【
そ
ら
と
ぶ
し
っ
ぽ
利
用
料
金
】

新
潟
市
の
規
定
に
よ
り
、
児
童
発

達
支
援
・
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

と
も
に
、
世
帯
年
収
に
応
じ
月
額
負

担
は
０
円
か
ら
４
６
０
０
円
、
３
万

７
２
０
０
円
ま
で
。

い
ず
れ
の
世
帯
も
お
や
つ
代
１
回

分
１
０
０
円
。
土
曜
日
や
学
校
休
業

日
は
ラ
ン
チ
代
１
回
３
０
０
円
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
を
。

発
達
障
害
の
子
ら
を
療
育

遊びと運動 環境充実
園庭や室内アスレチック…
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珠
洲
市
の
南
に
位
置
す
る
能

登
町
も
発
災
時
は
強
い
揺
れ
に

襲
わ
れ
、
犠
牲
者
も
複
数
出
ま

し
た
。
町
に
は
倒
壊
し
た
ま
ま

の
建
物
が
散
見
さ
れ
、
惨
状
を

生
々
し
く
伝
え
て
い
ま
す
。

　

能
登
町
災
害
Ｖ
Ｃ
は
中
心
部

の
本
部
と
サ
テ
ラ
イ
ト
２
箇
所

が
設
置
さ
れ
、
私
は
町
の
南
側

を
エ
リ
ア
と
す
る
サ
テ
ラ
イ
ト

Ｖ
Ｃ
に
詰
め
ま
し
た
。

　

Ｖ
Ｃ
ス
タ
ッ
フ
は
、日
に
よ
っ

て
違
い
ま
し
た
が
、
地
元
の
社

協
職
員
が
１
〜
３
人
、
応
援
が

６
人
な
ど
、
お
よ
そ
10
人
前
後

で
し
た
。
新
潟
県
か
ら
は
２
人

で
、
県
社
協
の
ほ
か
、
柏
崎
市

社
協
職
員
が
一
緒
で
し
た
。

　

宿
舎
は
町
内
の
民
宿
で
、
Ｖ

Ｃ
に
は
車
で
30
分
ほ
ど
。
民
宿

で
風
呂
は
入
れ
ま
し
た
が
、
食

事
は
自
己
調
達
が
基
本
で
し

た
。
時
折
、
宿
の
主
人
か
ら
差

し
入
れ
が
あ
り
、
心
の
こ
も
っ

た
計
ら
い
に
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
規
模
Ｖ
Ｃ
の
た
め
マ
ッ
チ

ン
グ
班
、
支
援
ニ
ー
ズ
班
、
現

場
確
認
班
、
ニ
ー
ズ
を
掘
り
起

こ
す
ロ
ー
ラ
ー
班
と
、
す
べ
て

の
業
務
を
担
当
し
ま
し
た
。

　

石
川
県
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ

ス
が
毎
日
運
行
さ
れ
、
私
の
い

た
Ｖ
Ｃ
で
は
バ
ス
か
ら
の
20
〜

25
人
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
こ

の
中
に
は
兵
庫
県
の
高
校
生
や

大
阪
な
ど
、
県
外
か
ら
の
参
加

者
も
多
く
い
ま
し
た
。

　

毎
朝
、
駆
け
付
け
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
ま
ず
、
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
。
続
い
て
、
被
災

者
の
支
援
ニ
ー
ズ
を
基
に
マ
ッ

チ
ン
グ
を
し
ま
す
。

能
登
半
島
地
震

能
登
町
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　

１
月
１
日
の
能
登
半
島
地
震
で
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
石
川
県
の
能
登
地
方
の
市
や
町
で
は
地
元
の
社
会
福

祉
協
議
会
が
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
Ｖ
Ｃ
）

を
設
置
。
駆
け
付
け
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
被
災
者

の
元
へ
送
り
出
し
続
け
て
い
ま
す
。
一
方
、
災
害
Ｖ
Ｃ

の
運
営
を
支
え
よ
う
と
、
新
潟
県
社
協
な
ど
全
国
の
都

道
府
県
社
協
が
応
援
態
勢
を
組
み
、
市
町
村
社
協
と
と

も
に
職
員
を
派
遣
。
４
月
25
〜
５
月
１
日
、
能
登
町
Ｖ

Ｃ
に
派
遣
さ
れ
た
県
社
協
の
佐
藤
光
主
事
が
、
活
動
を

通
し
て
見
た
被
災
地
の
様
子
を
報
告
し
ま
す
。

地震発生から４カ月近くたっても倒壊したまま、無残な姿の民家＝４月
25日、能登町

新潟県社会福祉協議会
佐藤　光 主事

毎朝、行われるボランティアへのオリエンテーショ
ン。活動の注意事項やお願いなどを伝える＝４月
28日、能登町の能都サテライトVC

能登半島

富山湾

珠洲市

能登町輪島市

倒壊住宅や道路損傷 惨状今も
派遣応援の県社協職員が報告

２
次
元
コ
ー
ド
を
配
布

ス
マ
ホ
に
行
き
先
地
図

支援活動出発の
ボランティアへ
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こ
の
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
班
編

成
し
、
班
長
に
は
支
援
活
動
に
向
か

う
被
災
者
宅
の
情
報
が
手
渡
さ
れ

ま
す
。
資
料
に
は
２
次
元
バ
ー
コ
ー

ド
が
付
い
て
お
り
、
ス
マ
ホ
で
読
み

取
る
と
被
災
者
の
住
所
や
地
図
が

瞬
時
に
表
示
さ
れ
ま
す
。
事
前
の
準

備
が
必
要
で
す
が
、
紙
の
無
駄
に
な

ら
ず
便
利
だ
と
感
心
し
ま
し
た
。

町
に
出
る
と
、
倒
壊
し
た
家
屋
が

あ
り
、
道
路
に
も
段
差
や
亀
裂
が

残
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
住
民

た
ち
か
ら
は
「
復
旧
復
興
へ
頑
張
ろ

う
」
と
の
気
持
ち
も
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。
震
災
直
後
は
壊
れ
た
自
宅
な
ど

の
現
実
を
直
視
で
き
な
か
っ
た
そ
う

で
す
が
、
４
カ
月
た
ち
、
前
を
向
く

気
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
被
災
直
後
は
心

の
ダ
メ
ー
ジ
も
相
当
で
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
出
向
く
に
も
被
災
者
の
心

情
や
心
理
状
態
を
ま
ず
考
え
る
こ
と

が
欠
か
せ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

今
回
の
Ｖ
Ｃ
で
は
一
緒
に
な
っ
た

ス
タ
ッ
フ
に
恵
ま
れ
、
た
く
さ
ん
議

論
し
な
が
ら
活
動
で
き
、
と
て
も
有

意
義
で
し
た
。
貴
重
な
経
験
が
で
き

た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

福
祉
を
さ
か
な
に「
乾
杯
！
」

―
。
福
祉
関
係
者
が
気
軽
に
集

う
ユ
ニ
ー
ク
な
バ
ー
「
一
刻
」

が
新
潟
市
中
央
区
古
町
通
９
に

お
目
見
え
し
た
。
飲
み
屋
街
の

小
路
の
ビ
ル
２
階
に
あ
り
、
カ

ウ
ン
タ
ー
10
席
だ
け
。「
身
寄

り
な
し
問
題
研
究
会
」
の
須
貝

秀
昭
代
表
理
事
＝
新
潟
市
西
区

＝
が
福
祉
を
語
り
合
え
る
酒
場

を
目
指
し
、
３
月
に
開
い
た
。

「
文
豪
ら
の
文
壇
バ
ー
を
も

じ
り
、
福
祉
関
係
者
の
福
壇

バ
ー
と
し
た
。
店
名
『
一
刻
』

は
大
好
き
な
漫
画
家
、
古
町
出

身
の
高
橋
留
美
子
先
生
の
作
品

か
ら
お
借
り
し
た
」
と
須
貝
に

わ
か
マ
ス
タ
ー
。
ほ
か
に
、
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
社
会
福
祉
士

な
ど
の
女
性
が
交
替
で
「
に
わ

か
マ
マ
」と
し
て
、カ
ウ
ン
タ
ー

客
の
話
し
相
手
を
務
め
る
。

福
壇
バ
ー
と
は
い
え
、
客
は

誰
で
も
大
歓
迎
。
た
だ
、
須
貝

マ
ス
タ
ー
が
日
中
も
多
忙
な
た

め
、
営
業
は
週
３
回
ほ
ど
の
不

定
期
営
業
に
と
ど
ま
る
。

客
か
ら
は
「
初
め
て
会
う
人

た
ち
な
の
に
、
昔
か
ら
の
知
り

合
い
の
よ
う
に
話
が
で
き
ち
ゃ

う
不
思
議
な
空
間
」
と
の
Ｓ
Ｎ

Ｓ
書
き
込
み
も
。
グ
ラ
ス
片
手

に
、
福
祉
で
も
何
で
も
お
し
ゃ

べ
り
し
た
く
な
っ
た
ら
、
訪
ね

て
み
て
は
？

営
業
日
は「
福
壇
バ
ー
一
刻
」

で
ネ
ッ
ト
検
索
し
、
表
示
さ
れ

る
店
の
「
Ｘ
」「
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
」
で
確
認
で
き
る
。

夕方のミーティング。スタッフが情報を共有するため欠か
せない＝４月 30日、能登町の能都サテライトVC

被災住民の激励に群馬からの炊き出しボランティアが食事
を振る舞った＝４月２日、能登町

ともに福祉専門職のマスター、ママが話し相手と
なる福壇バー「一刻」

福祉さかなに「乾杯福祉さかなに「乾杯！！」」
店名「一刻」

文
壇
バ
ー
も
じ
り

こ
ち
ら
福
壇
バ
ー

【料金＝すべて税込み】席料・つまみ・ドリンク、どれも 500円。
飲み放題１人 2500 円（席料・つまみ含む）。

被
災
後
し
ば
ら
く
混
乱

４
カ
月
た
ち
心
整
理
か

復興へ住民の意欲感じ

新潟市古町９に
ユニーク酒場登場
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県
と
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

が
主
催
す
る
「
福
祉
の
し
ご
と

就
職
フ
ェ
ア
ｉ
ｎ
新
潟
」
が
４

月
21
日
、
新
潟
市
中
央
区
の
朱

鷺
メ
ッ
セ
で
開
か
れ
、
福
祉
関

係
の
就
職
に
意
欲
を
持
つ
求
職

者
と
、
人
手
不
足
を
補
お
う
と

人
材
を
求
め
る
事
業
所
の
対
面

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

福
祉
の
し
ご
と
就
職
フ
ェ
ア

は
新
潟
・
長
岡
・
上
越
の
３
会

場
で
年
間
６
回
開
か
れ
、
今
回

が
本
年
度
の
皮
切
り
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

禍
の
際
に
は
中
止
や
規
模
縮
小

が
続
き
ま
し
た
が
、
令
和
４
年

か
ら
元
に
戻
り
ま
し
た
。

会
場
に
は
求
人
側
と
し
て
県

内
各
地
か
ら
福
祉
関
係
の
56
事

業
所
・
法
人
が
ブ
ー
ス
を
構
え

ま
し
た
。
求
職
者
は
来
春
、
卒

業
を
予
定
す
る
大
学
生
や
就
職

希
望
者
ら
約
１
２
０
人
が
詰
め

掛
け
ま
し
た
。

真
新
し
い
リ
ク
ル
ー
ト
ス
ー

ツ
を
着
込
ん
だ
女
子
大
学
生
は

「
希
望
す
る
職
種
は
絞
り
切
れ

て
い
な
い
が
、
福
祉
も
興
味
の

あ
る
分
野
な
の
で
、
業
務
内
容

を
聞
き
た
い
」
と
各
ブ
ー
ス
に

興
味
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

「
福
祉
の
し
ご
と
就
職
フ
ェ

ア
」
ｉ
ｎ
長
岡
は
６
月
９
日
に

ハ
イ
ブ
長
岡
で
、
ｉ
ｎ
上
越
は

29
日
に
市
民
プ
ラ
ザ
で
開
か
れ

ま
す
。
長
岡
、
上
越
と
も
に
午

後
１
時
30
分
か
ら
。

問
い
合
わ
せ
は
県
福
祉
人
材

セ
ン
タ
ー
、
電
話
は
０
２
５

（
２
８
１
）
５
５
２
３
。

新
聞
の
投
稿
欄
を
読
む

の
が
毎
朝
の
楽
し
み
だ
。

最
近
も
90
代
半
ば
過
ぎ
の

男
性
が
投
稿
で「
行
き
つ
け

の
ラ
ー
メ
ン
屋
」に
触
れ
て

い
た
。「
そ
の
年
齢
に
な
っ

て
も
行
き
つ
け
の
店
が
あ

る
の
か
」と
、
年
々
、
ラ
ー

メ
ン
屋
が
遠
く
な
り
つ
つ

あ
る
身
と
し
て
は
驚
い

た
。
別
の
投
稿
で
は
や
は

り
90
代
半
ば
が「
メ
ー
ル
の

チ
ェ
ッ
ク
が
日
課
」と
書
い

て
い
て
、脱
帽
の
思
い
だ
っ

た
。劇

団「
あ
か
つ
き
」の
取

材
で
も
驚
い
た
。フ
ィ
ナ
ー

レ
の
際
、
壇
上
で
紹
介
さ

れ
た
女
性
は
86
歳
。
今
春

か
ら
放
送
大
学
大
学
院
で

健
康
に
つ
い
て
学
ん
で
い

る
と
い
う
。
８
年
前
、
放

送
大
学
に
入
学
、
２
つ
の

コ
ー
ス
を
修
了
し
た
。

女
性
は
こ
の
ほ
か
に
も
、

地
域
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な

ど
に
出
向
き
、
利
用
者
と

一
緒
に
健
康
体
操
を
楽
し

む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も

続
け
て
い
る
。「
毎
日
、
忙

し
い
。
で
も
、
ぼ
け
た
く

な
い
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
、

や
っ
て
い
る
の
、
ア
ハ
ハ

ハ
」。
長
寿
高
齢
社
会
を

生
き
る「
お
手
本
」の
１
人

に
出
会
っ
た
気
が
し
た
。

（
佐
）

編
集
後
記

朱
鷺
メ
ッ
セ
が
令
和
６
年
度
の
皮
切
り
と

な
っ
た
「
福
祉
の
し
ご
と
就
職
フ
ェ
ア
」

＝
４
月
21
日
、
新
潟
市
中
央
区

福祉のしごと
就職フェア 求職と求人 出合いの季節

朱鷺メッセで　
　本年度皮切り

６
月
９
日
長
岡

上
越
29
日
開
催

パレット新潟店営業日

日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30

６月2024年

…は休業日11：30～16：30営業
時間

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

７月2024年


